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地域の力で子どもに笑顔と安心を地域の力で子どもに笑顔と安心を
特集特集
～学校・地域パートナーシップ事業～～学校・地域パートナーシップ事業～

㈱奈良新聞企画（☎0742‐34‐6066）へ

現在の様子
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昭和６１年ごろ
（１９８６年ごろ）

山浦さん（五位堂）提供写真

近鉄下田駅北側

　時
代
の
流
れ
と
と
も
に
移
り
変
わ
る
ま
ち
並
み
や
、
時
を
超
え
て
受
け
継
が
れ

て
き
た
変
わ
ら
ぬ
風
景
な
ど
、
古
い
写
真
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　詳
し
く
は
、
市
役
所
秘
書
広
報
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



次回発行は、お知らせ版１１月６日（月）広報かしば１１月２１日（火）

市ホームページでも広報かしばをご覧になれます。

URL　http://www.city.kashiba.lg.jp/

「録音ボランティア山びこ」による音訳広報があります。

詳しくは社会福祉協議会ボランティアセンターへ。

☎ 76－ 7179

ひとの動き

今月の表紙 CONTENTS
もくじ

―９月末日現在―

　平成２９年度、市内の市立小学校で児
童数が最も多いのは旭ケ丘小学校です
が、２番目に多いのはどの小学校でしょ
うか。

　①　五位堂小学校

　②　下田小学校

　③　二上小学校

　④　真美ヶ丘東小学校
　　

　（答えは１１ページにあります）

　写真は、小学生の下
校時に付き添い、安全
を守る見守り隊の様子
です。今月の特集は、
地域のボランティアの
皆さんが学校と協働し、
子どもたちを支援する
「学校・地域パートナ
ーシップ事業」にスポ
ットを当てます。

	 人口	 79,134人（前月比＋55人）

　男　　37,878人（前月比+21人）

　女　　41,256人（前月比+34人）

世帯数　30,702世帯（前月比＋39世帯）
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学
校
・
地
域
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
事
業
と
は
？

　

学
校
・
地
域
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
と

は
、
保
護
者
や
地
域
の
人
々
が
学
校
の
教
育

活
動
に
参
画
し
、
学
校
と
協
働
す
る
こ
と
を

通
じ
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
を
育

む
こ
と
を
大
き
な
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
事

業
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
う
し
た
取
組

を
通
じ
て
地
域
の
活
性
化
も
図
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

地
域
に
は
、
自
ら
の
持
つ
特
技
や
趣
味
を

生
か
し
て
地
域
に
貢
献
し
た
い
と
願
う
経
験

豊
か
な
人
材
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
か
た
が
た
に
活
動
の
場
と
生
き
が

い
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
活
力
を
学
校
の

教
育
活
動
に
生
か
す
こ
と
で
教
育
そ
の
も
の

の
活
性
化
も
期
待
で
き
ま
す
。

具
体
的
な
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動

・
学
習
活
動
支
援

　

家
庭
科
の
実
習
補
助
な
ど

・
生
活
安
全
支
援

　

登
下
校
時
の
見
守
り
活
動
な
ど

・
学
校
図
書
室
支
援

　

本
の
修
理
・
図
書
室
の
環
境
整
備
な
ど

・
環
境
整
備
支
援

　

学
校
花
壇
の
整
備
・
地
域
の
清
掃
な
ど

・
部
活
動
支
援

・
職
場
体
験
受
入
支
援

・
行
事
運
営
支
援　
　
　
　
　

　

�

運
動
会
・
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
準
備
及
び
開

催
協
力
な
ど

　

特
別
な
技
術
や
能
力
を
持
っ
た
か
た
だ
け

が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
校

に
通
う
子
ど
も
た
ち
の
通
学
を
見
守
る
、
こ

れ
も
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
他
に
も
、

学
校
図
書
室
の
運
営
や
花
壇
の
手
入
れ
、
農

業
指
導
な
ど
、
自
分
の
興
味
の
あ
る
分
野
、

得
意
な
分
野
で
無
理
の
な
い
時
間
で
子
ど
も

や
先
生
の
活
動
を
支
援
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

特集
地域の力で子どもに笑顔と安心を
～学校・地域パートナーシップ事業～

◆問合先　教育部生涯学習課　☎内線４５２
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先
生
と
共
に 

よ
り
効
果
的
な
学
習
を

　

学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
中
に
は
、
授
業
中

に
児
童
・
生
徒
の
補
助
を
す
る
「
学
習
活
動

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
が
あ
り
ま
す
。
支
援

の
方
法
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
授
業
の
見
守
り
や

本
の
読
み
聞
か
せ
、
校
外
で
の
活
動
の
付
き

添
い
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
先
生
一
人
で
は
な

く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
か
た
が
教
室
に
い
る

こ
と
で
、
よ
り
細
や
か
な
教
育
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

一
例
と
し
て
、
旭
ケ
丘
小
学
校
で
は
家
庭

科
の
授
業
の
際
、
地
域
の
か
た
が
先
生
の
補

助
と
し
て
教
室
に
入
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ミ
シ
ン
を
使
っ
た
授
業
で
、
先
生
が
注
意

点
と
使
い
方
を
分
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
児
童
た
ち
は
先
生
の
説
明
を

し
っ
か
り
聞
き
、
理
解
も
し
て
い
ま
す
が
、

初
め
て
触
る
ミ
シ
ン
に
悪
戦
苦
闘
。
そ
こ
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
か
た
は
「
さ
っ
き
先
生
は

こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
た
よ
」「
こ
う
す
る

と
作
業
し
や
す
い
よ
」
と
支
援
に
入
り
ま
す
。

ミ
シ
ン
の
よ
う
に
実
技
の
伴
う
授
業
に
お
い

て
は
、
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
効
果
的
な

指
導
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

と
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
の
効
果
は
絶

大
で
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
か
た
に
話
を
聞
く
と

「
学
習
の
補
助
を
す
る
こ
と
で
、で
き
な
か
っ

た
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
の
子

ど
も
の
顔
を
見
ら
れ
た
瞬
間
、
自
分
た
ち
も

う
れ
し
く
な
り
、
や
り
が
い
を
感
じ
る
」
と

学
習
支
援
の
や
り
が
い
を
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

学校と地域をつなぐ 
地域コーディネーターの役割
　本市ではたくさんの学校ボランティアのかたが活躍されていますが、そのボラン
ティアの皆さんをサポートしているのが地域コーディネーターです。現在本市には
４つの中学校区があり、それぞれの学校区に地域コーディネーターが配置されてい
ます。（香芝東中学校区は現在不在）
　地域コーディネーターは、学校からの「手助けしてくださるボランティアはいま
せんか」という要望と、「○○ができるんだけど役に立てないかな」という地域の
かたの思いをつなぎ、協働を手助けするパイプのような役割を担っています。

学習活動支援

地域と学校、
　　　つながることで
　　　　　　　生まれるもの

学
校
関
係
者

代
表

保
護
者
・
地
域

代
表

各中学校区
コミュニティ協議会

地域コーディネーター
↕

↕
各学校
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地
域
と
学
校
、
一
体
と
な
っ
て

子
ど
も
を
守
る

　

学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
中
で
も
、
最
も
広

い
範
囲
で
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
の
一

つ
が
「
見
守
り
隊
」
で
す
。
小
学
生
の
登
下

校
時
に
、
交
差
点
や
細
い
道
な
ど
、
危
険
な

場
所
で
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
。
交
通
量
の
多
い
場
所
で
の
立
哨

や
通
学
の
付
き
添
い
な
ど
地
域
に
よ
っ
て
そ

の
方
法
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

友
達
と
話
を
す
る
こ
と
に
夢
中
に
な
っ
て

し
ま
い
、
つ
い
つ
い
歩
道
に
出
て
し
ま
う
児

童
た
ち
に「
白
線
の
内
側
に
入
っ
て
ね
ー
！
」

と
優
し
く
誘
導
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
見
守
る

だ
け
で
は
な
く
、
学
校
に
向
か
う
児
童
た
ち

と
笑
顔
で
話
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
た

ち
。「
子
ど
も
を
守
る
の
が
一
番
の
目
的
だ

け
ど
、
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
い
、
話
す
こ
と
で

自
分
た
ち
も
元
気
が
で
る
」「
時
々
卒
業
生

が
『
お
じ
さ
ん
お
久
し
ぶ
り
で
す
。
お
元
気

見守り隊

で
す
か
？
』
と
声
を
か
け
て
く
れ
る
ん
で
す

よ
」
と
見
守
り
隊
と
し
て
の
や
り
が
い
や
楽

し
さ
を
話
し
て
く
だ
さ
る
か
た
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

学
校
だ
け
で
は
大
勢
の
児
童
た
ち
の
登
下

校
を
見
守
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
で
「
学
校

だ
け
で
な
く
、
地
域
も
一
体
と
な
っ
て
協
力

す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
う
」
と
学
校
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
重
要
性
を
話
し
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　今回紹介した学校ボランティア以外にもたくさんのボランティアが本市では行われています。学校・地域
パートナーシップ事業は、保護者や地域の人々が学校の教育活動に参画し、学校と協働することを通じて、
地域ぐるみで子どもたちの成長を支えることを大きな目的として行われる事業ですが、それだけでなく、生
涯を通じて学ぶ人のための自己実現の場でもあります。
　子どもたちのために何かをしたい、自分が今までしてきたことを伝えたいといった思いがあるかたは生涯
学習課（☎内線４５２）へ問い合わせください。

学校ボランティアに参加しませんか？

生徒・学校、そして地域の協働
　香芝西中学校では、生徒、先生、そして地域のかたが連携し通学路・危
険地区マップ（道幅が狭い、横断歩道が無い、街灯が少ない場所など）を
作成しています。
　普段車での移動が多い大人とは違い、徒歩や自転車での移動が多い生徒
たちの目線と、長年その地域で生活をされている地域のかたが意見を出し
合い、生活するうえで危険な場所をマップに書き
込んでいきます。
　そのマップを基に先生、地域のかたと実際にそ
の場所へ出向き、どのように改善していくか検討
します。
　安全・安心なまちづくりにつながるだけでなく、
生徒が先生以外の大人と協力し合い作業を行うこ
とで、社会性やコミュニケーション能力の育成に
もつながる新しい取組が始まっています。

マップ作成の様子

選定した場所を調査する様子

こんな取組も！
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11
月
１
日
（
水
）
よ
り
、
新
た
に
香
芝
市

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

本
施
設
は
、
地
域
住
民
の
相
互
交
流
を
促

進
し
、
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
の
実
現
に

寄
与
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
で
す
。

ま
た
、
防
災
施
設
と
し
て
の
活
用
も
想
定
し

て
い
ま
す
。

　

会
議
室
や
和
室
な
ど
、
１
時
間
単
位
で
の

利
用
が
可
能
で
す
。
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
利
用
く
だ
さ
い
。

＊
利
用
方
法
や
利
用
料
金
な
ど
、
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆利用時間
　午前９時～午後９時
◆休館日
　毎月第４火曜日、年末年始
◆住所
　白鳳台１－１４－１
　（白鳳台集会所西側）
◆問合先
　☎７６－６５００
　［受付：午前９時～午後５時］

11月１日（水）より利用できます

◆問合先　市役所市民協働課
　　　　　☎内線１７３

◆住所　磯壁 6-316-1
＊駐車場なし

マスコットキャラクター
「すけのやまん」

◆問合先　市役所商工振興課　☎内線１６４

香芝市地域交流センター

市政トピックス②

市政トピックス① 相撲ゆかりの地をＰＲ
大和まほろば相撲連絡協議会発足

　奈良県には、日本で最初に相撲が行われた地として、相撲にまつわ
る数々の言い伝えや史跡が残されています。こうした相撲ゆかりの観
光資源などを「相撲発祥の地」として連携して地域の活性化を目指そ
うと、５月３１日（水）、香芝市、桜井市、葛城市の３市は「大和ま
ほろば相撲連絡協議会」を設立しました。

　大和まほろば相撲連絡協議会は、大阪芸術大学に依頼
して、ロゴ及びマスコットキャラクターを作成しました。
マスコットキャラクター「すけのやまん」は、野

のみの す く ね

見宿禰
の「す」と當

たいまのけはや

麻蹶速の「け」の文字から名付けられてい
ます。

　ガラス彫刻工房ＯＮＯと大阪樟蔭女子大学の学生
が連携し、平成２９年６月より記念グッズの企画・
開発に取り組み、「どすこい！グラス」が完成しま
した。商品は全３種類あり、すべてサンドブラスト
で加工されています。学生が考案・デザインしたコ
ピー「どすこい！香芝」という文字が施されたり、
グラスの底面を土俵に見立ててデザインされるな
ど、学生のアイデアが詰まった商品になっています。

　香芝市には、相撲の起源とされる當麻蹶速と野見
宿禰が決闘した地として今に伝えられている「腰

こし

折
おれ

田
だ

」という場所があります。
　訪れた人が一定時間滞在して観光できるよう、こ
の「腰折田」を観光施設として整備し、１０月１３
日（金）に完成しました。土俵や力士像、３市の相
撲にまつわる施設を紹介したマップなどを表記した
案内板を設置し、市民や観光客が憩いながら相撲発
祥の地として古

いにしえ

に思いをはせることができます。

ロゴ・キャラクター完成！

産学連携促進事業により、相撲グッズを開発 「腰折田」を整備
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高齢者作品展
９月11日（月）～26日（火）　総合福祉センター
　毎年９月にかけて、総合福祉センター
では、シニア祭を開催しています。今年
も健康・介護予防相談、かしば・屯鶴峯
温泉の無料利用、高齢者作品展の３つの
イベントを行いました。
　高齢者作品展では、６５歳以上のかた
の趣味を生かした絵画、写真、書道、手
芸などの作品を展示しました。会場には、
多くのかたが訪れ、作品について作者と
話す姿も見られました。訪れたかたは「こ
の作品すごくいい」「こんなもの作れた
らいいな」と鑑賞していました。

赤十字奉仕団による炊き出し
９月１日（金）　市役所
　９月１日は「防災の日」です。防
災の日を知ってもらい、防災に対す
る意識を高めることを目的に、全国
でさまざまな運動が行われています。
　本市では、香芝市赤十字奉仕団に
よる非常食の炊き出しや防災啓発の
パネルの展示が行われました。
　朝から準備を始め、炊飯袋に入れ
た米をゆでる奉仕団の皆さん。まだ
まだ暑さの残る中、じんわり汗をか
きながらも来庁されるかた一人ひと
りに手渡し、防災意識の啓発を行い
ました。

秋の交通安全県民運動
９月21日（木）　香芝警察署
　県民の交通安全意識の高揚を図り、
交通安全活動を盛り上げるため、「か
ぐや姫」である畿央大学生の際本祐
花さんと佐藤莉子さんが香芝警察署
の一日警察署長となり、出発式を行
いました。際本さんと佐藤さんは「住
民に事故多発地点を知ってもらいた
い。１件でも交通事故を減らせるよ
うがんばります」と話され、市民へ
交通安全を呼びかけました。
　秋の交通安全県民運動は９月２１
日（木）～３０日（土）で実施され、各
地域で交通事故防止の啓発活動が行
われました。

畿央大学との連携協力に関する協定締結式
10月３日（火）　畿央大学
　香芝市教育委員会と畿央大学は、
市内小・中学校などの教職員の資質
向上や教員養成の充実を図り、教育
のさまざまな課題などに適切に対応
することにより、お互いの教育・研
究を充実、発展させることを目的に、
連携協力に関する協定を締結しまし
た。今後、現職教員の資質能力向上
に関わる校内研修プログラムの開発
に連携して取り組みます。具体的に
は「特別支援教育」と「教育の情報
化」を主な課題として、学校内で先
生同士が教え合い、学び合える研修
システムの開発を目指します。

子育てを上手に楽しむⅢ
10月６日（金）　総合福祉センター
　全４回の講座で、少し肩の力を抜
いて楽しく子育てをする幸せな親に
なるためのヒントを見つけることを
目的に、思春期の子どもの心、共食、
子どもの心の発達、父親の育児参加
について学びます。第１回目は、「思
春期の子どもの心の世界～反抗期の
こころ～」をテーマに、子どもが「自
分と向き合いながら現実的に考える
力」を養い変動する現代社会を生き
抜くために、親はどうあるべきなの
かを一緒に考えようと、大阪樟蔭女
子大学根本眞弓准教授が講義し、参
加者は熱心に聴講しました。
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香
芝
市
の
自
然
災
害
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て

は
、
地
震
・
風
水
害
・
土
砂
災
害
な
ど
が
あ

り
ま
す
が
、
防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
の
有
効
性
を

検
討
し
た
中
で
、
本
市
で
は
土
砂
災
害
警
戒

区
域
に
防
災
行
政
無
線
ス
ピ
ー
カ
ー
が
必
要

で
あ
る
と
判
断
し
15
基
設
置
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
リ
ス
ク
や
香
芝
市
全
域
へ
の
連
絡
体
制
に
つ
い
て
は
、
各
自
治

会
及
び
学
校
な
ど
避
難
所
に
防
災
デ
ジ
タ
ル
無
線
を
配
備
し
、
緊
急
時
の
連

絡
体
制
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
報
道
機
関
を
通
じ
た
情
報
提
供
や
、

広
報
車
に
よ
る
広
報
活
動
を
行
う
と
と
も
に
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
緊
急
速
報
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
な
ど
、
多
種
に
渡
る
情
報
提
供
を
行
う
予

定
で
す
。

　
香
芝
市
で
は
防
災
ス
ピ
ー
カ
ー
は
普
及
し
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

　
定
期
的
に
中
学
生
が
考
案
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
実
施
し
て
ほ

し
い
で
す
。

　
香
芝
市
を
多
く
の
か
た
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
市

と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
取
組
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
ま
た
、
文
章
や
画
像
だ
け
で
な
く
動
画
の
方
が
興
味
を

持
て
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

災
害
対
策
に
つ
い
て

中
学
校
給
食
に
つ
い
て香

芝
市
の
魅
力
発
信
に
つ
い
て

　

８
月
23
日
（
水
）、
市
役
所
の
市
議
会
議
場
で
「
第
３
回　

中
学
生

議
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

保
護
者
や
市
民
、
報
道
機
関
が
傍
聴
す
る
中
、
市
内
４
中
学
校
の
生

徒
が
市
長
や
市
の
幹
部
職
員
に
質
問
や
提
案
を
し
ま
し
た
。

◆
問
合
先　

教
育
部
教
育
総
務
課　

☎
内
線
４
０
４

　

市
の
広
報
紙
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
観
光
を
は
じ

め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
刊
行

物
、
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
り
、
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
お
い
て
、
静
止
画
像
や
文
面

だ
け
の
紹
介
だ
け
で
は
な
く
、
風
景
や
ま
ち
並
み
、
人
の
動
き
な
ど
、
動

画
に
よ
り
見
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
本
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
ツ
ー
ル
と

し
て
、
よ
り
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
比
較
的
長
期
に
渡
り
使
用
で
き
る
内
容
の
も
の
で
、
本
市
の
魅

力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
を
制
作
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
す
る
検
討
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
果
た
す
使
命
と
し
て
、
ま
ず
は

「
安
定
し
た
運
営
」が
求
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
、

よ
り
充
実
し
た
中
学
生
に
ふ
さ
わ
し
い
「
食
育
」
を

進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
計
画
の

中
に
は
、「
定
期
的
に
中
学
生
が
考
案
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を
採
用
す
る
」
も

含
ま
れ
て
お
り
、
早
期
の
実
施
を
目
指
し
検
討
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

実
施
の
際
は
各
学
校
を
通
し
て
、
皆
さ
ん
に
依
頼
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
そ
れ
ま
で
ア
イ
デ
ア
を
練
っ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

イ
キ
イ
キ
！
香
芝
っ
子

第
３
回  

中
学
生
議
会

Q

Q

Q

A

A
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現
在
の
と
こ
ろ
、
本

市
は
、
国
内
外
と
も
に

姉
妹
都
市
を
提
携
し
て

い
る
都
市
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、平
成
３
年
に「
町
」か
ら「
市
」

に
な
っ
た
い
わ
ゆ
る
「
同
期
市
」
を
は
じ
め

と
す
る
い
く
つ
か
の
自
治
体
と
は
、
災
害
時

に
お
け
る
相
互
応
援
協
定
を
締
結
す
る
な
ど

の
連
携
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
で
す
が
、
姉
妹
都
市
の
提
携
を
市
が

結
ぶ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
と
、
ど
こ
で

も
い
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
な
ぜ
、
そ

の
都
市
な
の
か
と
い
う
こ
と
の
理
由
や
説
明

が
必
要
で
す
。
市
民
が
中
心
に
な
っ
て
交
流

を
長
く
続
け
て
い
く
た
め
に
も
、
多
く
の
市

民
が
理
解
を
し
、
親
し
み
を
持
つ
、
香
芝
市

民
に
と
っ
て
も
相
手
都
市
の
市
民
に
と
っ
て

も
、
双
方
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
都
市
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
わ
け
で
す
。
市
民
の
活
動
の
中

で
、
縁
が
で
き
、
自
然
な
形
で
交
流
の
機
運

が
盛
り
上
が
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
す
ば
ら
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
き
れ
ば
、
そ
の
基

盤
づ
く
り
を
皆
さ
ん
が
担
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
多
く
の
施
設
を
所

有
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
施
設

に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
が
あ

り
、
自
習
室
と
し
て
使
用
す
る

と
、
そ
の
施
設
本
来
の
目
的
を

達
成
で
き
な
い
場
所
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
う

し
た
目
的
の
範
囲
で
皆
さ
ん
が
利
用
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
が
あ
る
か
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
の
施
設
で
の
自
習
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に
つ
い

て
は
、
皆
さ
ん
が
住
ん
で
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

自
治
会
が
所
有
す
る
自
治
会
館
や
集
会
所
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
よ
う
な
施
設
を
開
放
す
る
に
あ
た
り
、

鍵
の
管
理
や
自
治
会
で
行
わ
れ
る
行
事
と
の
調
整
な

ど
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
も
多
々
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
自
治
会
で
管
理
を
さ
れ
て
い
る
施
設
な

の
で
、
自
治
会
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
最
も
大
切
な

こ
と
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
皆

さ
ん
に
自
治
会
活
動
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
も
ら

い
、
自
治
会
の
信
頼
を
得
て
い
た
だ
く
こ
と
も
一
部

必
要
な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

設
置
状
況
に
つ
い
て
は
、
市
内
の
防
犯
体

制
の
強
化
を
図
る
た
め
、
香
芝
警
察
署
と
協

議
し
、
市
内
の
犯
罪
の
多
い
箇
所
や
犯
罪
が

発
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
場
所
を
選
定
し
、

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
自
治
会
に
よ
る
設
置

も
含
め
、
市
内
70
台
余
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
各
々
の
設
置
者
が
行
っ

て
い
ま
す
。
実
際
に
防
犯
カ
メ
ラ
で
記
録
さ
れ
た
映
像
に
つ
い
て

は
、
警
察
か
ら
要
請
が
あ
っ
た
場
合
の
み
取
り
出
し
て
い
る
状
況

で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
施
設
を
増
や
す
予
定
は
あ
り
ま
す
か
。
今
あ
る
公

園
で
は
サ
ッ
カ
ー
な
ど
球
技
が
で
き
な
い
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、

理
由
は
あ
り
ま
す
か
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
を
も
っ
と
多
く
の
場
所
に
設
置
し

て
ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、
今
あ
る
カ
メ
ラ
は
誰
が

管
理
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
香
芝
市
に
は
自
習
ス
ペ
ー
ス
が
な
く
、

学
校
に
は
ク
ー
ラ
ー
も
あ
り
ま
せ
ん
。

地
域
や
市
で
快
適
に
勉
強
が
で
き
る
よ

う
な
場
所
を
設
け
て
も
ら
う
こ
と
は
で

き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
海
外
と
姉
妹
都
市
を
結
べ
ば

中
高
生
が
交
流
の
機
会
を
持
て

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て

防
犯
に
つ
い
て

学
習
環
境
に
つ
い
て

国
際
化
対
応
に
つ
い
て

　

ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
施
設
を
増
や
す
予
定
に
つ
い
て
、
本
市
で
は

現
在
、
平
野
地
区
に
お
い
て
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
整
備
を
計
画
し
て
お

り
、完
成
し
ま
す
と
サ
ッ
カ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー
、陸
上
競
技
、バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、
野
球
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
施
設

が
増
え
る
予
定
で
す
。 

　

公
園
で
サ
ッ
カ
ー
な
ど
球
技
が
で
き
な
い
理
由
で
す
が
、
ま
ち
の
中
に
あ
る
街
区
公
園

は
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
の
か
た
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
を

前
提
と
し
て
作
ら
れ
て
い
る
た
め
、
安
全
性
を
考
慮
し
球
技
は
禁
止
し
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、サ
ッ
カ
ー
な
ど
球
技
が
で
き
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
市
内
に
４
か
所
（
有
料
）
あ
り
ま
す
。

QQ

Q

QA

A

AA
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　今回の中学生議会は、
香芝高校の生徒会の二人
が交代で議長役を務めま
した。議会を終え、田仲君は「議会で頑張って質問をしている中学生を見
て、高校生である僕も香芝市についてもっと考える必要があると感じまし
た」と話し、昨年も議長を務めた真鍋さんは「中学生の意見、質問がしっ
かりしていて尊敬しました。昨年よりも緊張することなく、落ち着いて議
長を務めることができました」と感想を述べてくれました。

中学生議会を終えて

質
問
の
順
番
が
一
番
目
だ
っ
た

の
で
と
て
も
緊
張
し
て
読
む

の
が
早
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
し
ま

し
た
が
、
聞
き
た
い
こ
と
は
し
っ
か

り
聞
け
た
の
で
よ
か
っ
た
で
す
。香芝中学校

廣田　　愛 議員

想
像
以
上
に
緊
張
し
て
し
ま
い
、

質
問
を
す
る
と
き
、
息
が
つ

ま
り
そ
う
で
し
た
。
聞
き
た
い
内
容

を
上
手
く
聞
け
る
よ
う
に
工
夫
し
、

質
問
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。 香芝中学校

北村　優樹 議員

初
め
は
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、

本
番
は
落
ち
着
い
て
質
問
で

き
ま
し
た
。
香
芝
市
の
事
を
知
り
、

私
た
ち
の
意
見
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
貴
重
な
体
験
が
で
き
て
よ
か
っ

た
で
す
。

香芝東中学校
三岡　梨紗 議員

担
当
の
か
た
が
た
が
自
分
の
作

っ
た
香
芝
市
の
Ｐ
Ｒ
動
画
を

褒
め
て
く
だ
さ
り
、
ま
た
、
質
問
に

対
し
親
身
に
な
っ
て
答
弁
し
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
が
と
て
も
う
れ
し
く
感

じ
ま
し
た
。

香芝東中学校
手嶋　宥斗 議員

学
校
で
質
問
内
容
を
決
定
す
る

際
、
た
く
さ
ん
の
意
見
が
出

て
、
質
問
す
る
内
容
を
絞
る
の
に
と

て
も
苦
労
し
ま
し
た
。
質
問
を
す
る

と
き
は
緊
張
し
ま
し
た
が
、
と
て
も

良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

香芝東中学校
久保　康葵 議員

僕
た
ち
の
質
問
に
対
し
て
、
市

役
所
の
担
当
部
署
の
か
た
が
、

真
剣
に
答
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
議
場
で

発
言
の
機
会
も
い
た
だ
け
て
貴
重
な

体
験
が
で
き
ま
し
た
。

香芝中学校
田中　蒼人 議員

自
分
や
他
の
人
の
質
問
に
対
す

る
担
当
部
署
の
か
た
の
答
弁

で
、
香
芝
市
の
取
組
な
ど
を
知
る
こ

と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
市
議

会
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

貴
重
な
体
験
で
し
た
。

香芝西中学校
大浦　海志 議員

学
校
の
代
表
と
し
て
議
会
に
出

て
い
る
の
で
緊
張
す
る
か
と

思
い
ま
し
た
が
、
自
分
が
伝
え
た
い

事
を
し
っ
か
り
伝
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
自
分
自
身
が
一
歩
成
長
で

き
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

香芝北中学校
今西　莉子 議員

今
ま
で
議
会
の
行
わ
れ
方
な
ど

全
く
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、

体
験
で
き
て
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た

で
す
。
ず
っ
と
固
い
雰
囲
気
か
と
思

っ
て
い
た
の
で
す
が
、
笑
い
も
あ
っ

て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

香芝北中学校
岸本　梨奈 議員

田仲　諒汰 議長　　　真鍋　綾菜 議長
香芝高校

中
学
生
の
質
問
に
し
っ
か
り
答

え
て
く
だ
さ
り
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
少
し
緊
張
し
ま
し
た
が
、

議
会
の
雰
囲
気
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
。

香芝西中学校
丹羽　眞優 議員

中
学
生
な
ら
で
は
の
意
見
を
考

え
て
質
問
し
ま
し
た
。
初
め

て
の
体
験
だ
っ
た
の
で
、
緊
張
し
て

早
口
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

優
し
く
答
弁
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で

安
心
し
ま
し
た
。

香芝西中学校
熊本　　福 議員

い
つ
も
こ
の
場
所
で
香
芝
の
市

政
に
つ
い
て
決
め
ら
れ
て
い

る
と
思
う
と
、
今
自
分
が
す
ご
い
場

所
に
い
る
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

緊
張
で
落
ち
着
い
て
質
問
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
貴
重
な

体
験
に
な
り
ま
し
た
。

香芝北中学校
岡野　愛来 議員
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市
民
ペ
ン
リ
レ
ー

歩
行
と
健
康

門
川
　
勝
清
さ
ん

◆
４
０
９

　

私
は
満
77
歳
。
２
年
程
前
か
ら
ひ

ざ
の
痛
み
が
あ
り
、
診
察
の
結
果
、

加
齢
に
よ
る
関
節
軟
骨
の
す
り
減
り

が
原
因
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
医
師

よ
り
手
術
か
、
薬
剤
を
ひ
ざ
間
節
内

に
定
期
的
に
注
入
す
る
治
療
と
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
ど
う
対
処
す
る

か
迷
い
ま
し
た
が
、
歩
い
て
ひ
ざ
の

筋
肉
を
鍛
え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

歩
行
目
的

○
足
腰
を
鍛
え
、
ひ
ざ
の
痛
み
を
早

期
に
治
す
。

○
加
齢
の
影
響
で
病
気
に
な
り
や
す

く
な
る
体
質
の
改
善
に
努
め
る
。

○
80
歳
ま
で
独
力
で
ゴ
ル
フ
を
プ
レ

ー
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

歩
行
開
始

○
年
間
歩
行
日
数　
カ
レ
ン
ダ
ー
に

印
を
付
け
、
ど
の
程
度
歩
け
る
か
試

し
た
。
降
水
量
２
ミ
リ
程
度
は
決
行
。

勤
務
す
る
意
識
で
３
０
１
日
歩
い
た
。

○
コ
ー
ス　
千
股
池
～
傘か

さ

堂ど
う

、
千
股

池
～
加か

守も
り

（
掃
守
）
神
社
と
、
変
化

を
つ
け
る
た
め
一
週
間
交
替
に
し
た
。

○
距
離
と
時
間　
不
動
産
広
告
は
徒

歩
10
分
を
８
０
０
ｍ
で
換
算
す
る
が
、

私
は
少
し
速
く
９
０
０
ｍ
。
時
間
は

休
憩
５
分
を
入
れ
て
75
分
。
日
常
の

運
動
量
を
入
れ
る
と
毎
日
７
㎞
強
。

ほ
か
に
ゴ
ル
フ
30
日
程
度
。
運
動
し

な
い
日
は
皆
無
で
、
年
間
距
離
は
約

２
，
３
０
０
㎞
と
な
っ
た
。

歩
い
た
結
果

○
ひ
ざ
の
痛
み
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

○
前
立
腺
肥
大
の
持
病
が
あ
り
、
夜

中
は
ト
イ
レ
に
３
～
４
回
程
度
行
き

ま
し
た
が
、
今
は
１
回
程
度
で
す
。

　

体
力
に
個
人
差
は
あ
り
ま
す
が
、

無
理
し
な
い
程
度
に
歩
行
を
継
続
す

れ
ば
病
気
予
防
に
効
果
が
あ
る
こ
と

が
体
験
で
実
感
し
ま
し
た
。
特
に
夜

中
の
ト
イ
レ
の
回
数
減
少
は
喜
ば
し

い
限
り
、
自
己
責
任
に
お
い
て
お
試

し
く
だ
さ
い
。

次
回
は
近
藤
さ
ん
に
リ
レ
ー
し
ま
す
。

　児童数が多い順に、旭ケ丘小学校１，
０００名、二上小学校８３３名、下田小学
校７４８名、真美ヶ丘東小学校５５５名、
五位堂小学校４３５名、三和小学校４２６
名、関屋小学校４０４名、真美ヶ丘西小学
校３８７名、志都美小学校３０１名、鎌
田小学校２１９名となっています。（平成
２９年５月１日現在）

　旗尾池診療所（関屋北３－１２－３９）は、
高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種指定医療機
関ではなくなりました。

◆問合先　保健センター　　
☎７７－３９６５

予防接種指定医療機関の
変更について

平成２９年１０月～

【材料（２人分）】
レタス・・・２枚
（ラビゴットソース）
セロリ・・・１０g
きゅうり・・・１５g
トマト・・・１５g
玉ねぎ・・・１５g

酢・・・大さじ 1
オリーブオイル・・・大さじ 1/2
みりん・・・大さじ 1/2
こしょう・・・適宜

【作り方】
①セロリはすじを取り、きゅうりとともに1ｃｍのさいの目
切りにする。
②トマトは皮を湯むきし、①と同じ大きさに切る。
③玉ねぎはすりおろす。
④ボールに酢・オリーブオイル・みりんを入れ、泡立て器で
よく混ぜ①②③を加え和える。
⑤レタスは一口大に手でちぎって皿に盛り、食べる前に④を
かける。

＊レシピ協力：食のサポーターかしば

（１人分４９ｋｃａ l ）

香芝検定のこたえ　③ パパッと簡単
クッキング！
No.31

手作りドレッシング
で塩分０に！！

魚料理や揚げ物にも
合います♪

ラビゴットソースサラダ

11 広報かしば　No.604
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地域の力で子どもに笑顔と安心を地域の力で子どもに笑顔と安心を
特集特集
～学校・地域パートナーシップ事業～～学校・地域パートナーシップ事業～

㈱奈良新聞企画（☎0742‐34‐6066）へ

現在の様子

1
0
月
号

2017.10.23
N
o.604

昭和６１年ごろ
（１９８６年ごろ）

山浦さん（五位堂）提供写真

近鉄下田駅北側

　時
代
の
流
れ
と
と
も
に
移
り
変
わ
る
ま
ち
並
み
や
、
時
を
超
え
て
受
け
継
が
れ

て
き
た
変
わ
ら
ぬ
風
景
な
ど
、
古
い
写
真
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の

ご
提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　詳
し
く
は
、
市
役
所
秘
書
広
報
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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